
●
は
じ
め
に

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が
推
進
す
る
大

メ
コ
ン
圏
開
発
の
な
か
で
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー

チ
ミ
ン
を
通
過
す
る
経
済
回
廊
は
、
第
二
東
西
回

廊
も
し
く
は
南
部
経
済
回
廊
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
隣
国
と
は
、
近
年
も
二
○
○
三
年

に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
タ
イ
大
使
館
襲
撃
事
件
が
起
き

た
り
、
二
○
○
五
年
に
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
確
定

問
題
が
外
交
問
題
の
み
な
ら
ず
国
内
政
治
課
題
と

し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
微
妙
な
国

民
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
に
あ
る
。
一
方
、
少

な
く
と
も
経
済
的
側
面
で
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
二
国
間

ベ
ー
ス
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
協
力
が
具

現
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
南
部
経
済
回

廊
上
に
位
置
す
る
道
路
・
橋
梁
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
と
そ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
の
意
義
を

検
討
し
た
う
え
で
、
そ
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
計

画
さ
れ
て
い
る
国
境
地
域
で
の
特
別
経
済
区

（Special E
conom

ic Zone

＝
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
計
画
の

進
捗
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

①
ル
ー
ト

道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ル
ー

ト
は
バ
ン
コ
ク
を
起
点
に
、
以
下
の
Ａ
も
し
く
は

Ｂ
の
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
至
り
、

Ｃ
を
通
り
ホ
ー
チ
ミ
ン
お
よ
び
ブ
ン
タ
ウ
に
至
る

ル
ー
ト
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。

（
Ａ
）
バ
ン
コ
ク
〜
カ
ビ
ン
ブ
リ
〜
サ
ゲ
ー
ウ

〜
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
／
ま
た
は
、
バ
ン
コ
ク

〜
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
〜
カ
ビ
ン
ブ
リ
〜
サ
ゲ
ー
ウ
〜

ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
〜
（
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
境
）
〜
ポ
イ
ペ
ト
〜
シ
ソ
ポ
ン
〜
プ
ル
サ
ッ
ト

〜
プ
ノ
ン
ペ
ン

（
Ｂ
）
バ
ン
コ
ク
〜
ト
ラ
ー
ト
〜
ハ
ー
ト
レ
ッ

ク
〜
（
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
）
〜
コ
ッ
コ
ン

〜
ス
レ
オ
ン
バ
ル
〜
プ
ノ
ン
ペ
ン

（
Ｃ
）
プ
ノ
ン
ペ
ン
〜
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
〜
バ
ベ

ッ
ト
〜
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
国
境
）
〜
モ

ク
バ
イ
〜
ホ
ー
チ
ミ
ン
〜
ブ
ン
タ
ウ

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
の
う
ち
Ｂ
の
コ
ッ
コ

ン
〜
プ
ノ
ン
ペ
ン
間
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
渡

河
が
必
要
な
箇
所
が
四
カ
所
、
Ｃ
の
プ
ノ
ン
ペ
ン

〜
バ
ベ
ッ
ト
間
で
も
一
カ
所
（
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
）

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
橋
梁
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

②
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
の
意
義

メ
コ
ン
地
域
全
体
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
バ
ン
コ
ク
〜
ホ
ー
チ
ミ
ン

間
の
物
流
コ
ス
ト
が
低
減
さ
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
現
在
、
陸
路
・
海
路
の
い
ず
れ
を
使
っ
た
と

し
て
も
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
通
っ
て

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
至
る
に
は
二
〜
三
日
か
か
る
。
陸

路
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
運
輸
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
さ
ら
に
二
回
の
越
境

で
合
計
四
回
の
通
関
手
続
き
が
必
要
と
な
る
こ
と
、

途
中
で
積
み
替
え
て
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
タ
イ
・

ベ
ト
ナ
ム
に
戻
る
際
の
積
荷
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
か
ら
輸
送
費
が
割
高
に
な
る
こ
と
、
ル
ー
ト
上

に
フ
ェ
リ
ー
で
の
移
動
が
あ
る
た
め
に
フ
ェ
リ
ー

の
運
航
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
等
が
原
因
と
な

っ
て
、
海
路
の
二
倍
近
い
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い

う
（
参
考
文
献
③
）。
こ
れ
が
、
南
部
経
済
回
廊

の
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
す
る
と
、
二
日
程

度
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
わ
せ
て
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
運
輸
が

認
め
ら
れ
た
り
、
通
関
手
続
き
の
簡
素
化
が
実
現

カ
ン
ボ
ジ
ア̶

南
部
経
済
回
廊
と
国
境
地
域
の
経
済
開
発

特集／メコン地域開発の現状と展望
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鹿
野
直
美
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す
る
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
が
進
行
す
れ
ば
、

陸
路
で
の
物
流
コ
ス
ト
が
大
幅
に
低
減
す
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
系
企
業
も
多
く
立
地
す
る

バ
ン
コ
ク
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。一

方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
は
南
部
経
済
回

廊
の
整
備
を
推
進
す
る
動
機
が
明
確
で
あ
る
と
は

言
い
難
い
。
無
論
、
内
戦
で
各
種
イ
ン
フ
ラ
が
破

壊
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
で
あ
っ
て
も
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
は

期
待
し
う
る
。
た
だ
し
、
隣
国
と
の
経
済
関
係
は

活
発
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
最
大
の
輸
出
産
業

で
あ
る
縫
製
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
七
○
％
以
上

が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
り
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
ビ
ル
港
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

原
材
料
は
中
国
か
ら
の
輸
入
が
多
い
。
回
廊
が
整

備
さ
れ
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム

を
結
ぶ
道
路
を
抱
え
つ
つ
も
通
過
さ
れ
る
だ
け
の

存
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
隣
国
か
ら
安
価
な
製

品
が
流
入
し
て
き
て
、
国
内
産
業
の
発
展
を
阻
害

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
南
部

経
済
回
廊
を
整
備
す
る
こ
と
の
経
済
的
な
意
味
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
二
○
○
五
年
以

降
世
界
の
繊
維
製
品
貿
易
が
自
由
化
さ
れ
、
経
済

を
支
え
る
縫
製
業
が
よ
り
激
し
い
競
争
環
境
に
お

か
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
か
ら
調
達
す
る
原
材
料
の
割
合
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
で
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
（
途
上
国
向
け
の
関
税

の
減
免
措
置
）
の
適
用
可
能
性
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
、
周
辺
国
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
よ
り
縫
製

業
の
可
能
性
を
広
げ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
も

い
え
る
。
ま
た
、
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
そ
の
他

の
産
業
に
と
っ
て
は
、
輸
入
品
・
密
輸
品
と
の
競

合
が
必
至
で
あ
る
が
、
こ
の
現
象
自
体
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
内
戦
終
了
と
同
時
に
常

に
隣
国
か
ら
の
製
品
流
入
の
な
か
で
産
業
発
展
を

目
指
す
し
か
な
か
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
状
況
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
。
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
深
ま

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
を
ど
の
よ
う
に
自
国
の

産
業
発
展
に
生
か
し
て
い
く
の
か
を
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
後
述
の
国
境
地
域
の

Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
関
す
る
動
き
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

南
部
経
済
回
廊
の
整
備
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
を
直

接
的
に
裨
益
さ
せ
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
国
境

で
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
主
導
の
発
展
を
目
指
し
た
り
、
よ
り

容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
原
材
料
の
調
達
を
活
用
し

て
の
国
内
産
業
の
発
展
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
べ
き

で
あ
る
。

③
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
支
援

南
部
経
済
回
廊
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド

ナ
ー
か
ら
の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
の
ル
ー

ト
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
、
Ｂ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
タ
イ
側
国
境

に
近
い
国
道
四
八
号
線
部
分
に
つ
い
て
は
タ
イ
、

Ｃ
の
ル
ー
ト
で
は
国
道
一
号
線
の
う
ち
プ
ノ
ン
ペ

ン
か
ら
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
に
至
る
部
分
の
改
修
お
よ

び
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
の
メ
コ
ン
川
へ
の
架
橋
を
日
本

が
、
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
か
ら
バ
ベ
ッ
ト
ま
で
の
改
修

図１　南部経済回廊とカンボジアの主要特別経済区（2006 年）

（出所）カンボジア投資委員会資料（2006 年 6月時点）等より筆者作成。
（注）図は全部のSEZ計画をカバーしたものではない。
（1）ポイペト SEZは縫製・製靴・アグロインダストリーなどを中心に企業の誘致を目指している。現在造成中。
（2）コッコン SEZは、IEAT の協力を得て、開発調査を実施している。フェンスを設置し、現在造成中。
（3）マンハッタン SEZでは、すでに台湾系企業 2社（自転車、ねじ製造）の進出が決定しており、自転車企業は 350 人規模で操業を開始している模様である。

ポイペト 

シソポン 

バッタンバン バッタンバン 

プルサット 

コッコン 

シェムリアップ 

国道6号線 国道6号線 

プノンペン 

ネアックルン ネアックルン 

カンポット カンポット シハヌークビル 

スラエオンバル 
バベット バベット 

国道5号線 国道5号線 

国道3号線 国道3号線 

国道2号線 

国道48号線 国道48号線 

国道7号線 国道7号線 

国道1号線 国道1号線 

国道4号線 国道4号線 国道4号線 

国道2号線 

バンテアイミアンチャイ州（ポイ
ペト）

ポイペト SEZ（386.3ha, 1400 万
ドル）：Chhay Chhay SEZ 社によ
る（注 1）。

コッコン州

コッコンSEZ／ネアンコック
経 済 区：Koh Kong International 
Resort Club 社（カンボジア資本）
による（注 2）。

シハヌークビル特別市

シハヌークビル SEZ（70ha, 1 億
7000 万ドル）：日本の円借款によ
る。
＊付近に民間企業による SEZ 開
発案件が 2件立地。

プノンペン特別市

プノンペンSEZ（353ha, 6000 万ドル）：
Attwood Import Export 社（カンボジア資
本、37％）および外国資本による。

スバイリエン州（バベット）

マンハッタンSEZ（155ha, 150 万ドル）：
Manhattan SEZ International 社（台湾系ア
メリカ人経営）による（注 3）。
＊付近に民間企業のSEZ案件が 1件立地。
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特集／メコン地域開発の現状と展望

を
Ａ
Ｄ
Ｂ
が
支
援
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
四
車
線
か
つ
一
○
○
キ
ロ

走
行
が
可
能
な
体
裁
を
整
え
た
道
路
の
建
設
を
望

ん
で
い
る
と
い
う
が
、
実
際
の
需
要
の
大
き
さ
や

沿
線
住
民
の
社
会
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
二

車
線
で
の
整
備
が
現
実
的
な
選
択
と
判
断
さ
れ
て

い
る
。

④
ソ
フ
ト
面
で
の
動
き

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

隣
接
す
る
国
と
の
あ
い
だ
で
越
境
交
通
協
定
お
よ

び
そ
れ
に
関
す
る
合
意
・
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と

で
、
越
境
す
る
物
流
を
容
易
に
す
る
ソ
フ
ト
面
で

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
越
境
交
通
協
定
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）
に
二

○
○
一
年
一
一
月
に
加
盟
し
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
や
協

定
の
付
属
書
、
議
定
書
が
発
効
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
批
准
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
国
境
ゲ
ー
ト
ご

と
に
覚
書
も
し
く
は
二
国
間
協
定
を
合
意
・
締
結

し
、
通
関
手
続
き
の
簡
素
化
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ

テ
ー
ト
／
ポ
イ
ペ
ト
お
よ
び
、
バ
ベ
ッ
ト
／
モ
ク

バ
イ
の
国
境
に
つ
い
て
二
○
○
五
年
七
月
に
覚
書

へ
の
署
名
が
行
わ
れ
、
バ
ベ
ッ
ト
／
モ
ク
バ
イ
に

つ
い
て
は
二
○
○
六
年
七
月
に
二
国
間
協
定
が
締

結
さ
れ
て
お
り
、
通
関
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
に
向

け
た
初
期
段
階
の
取
り
組
み
や
ト
ラ
ッ
ク
の
相
互

乗
り
入
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
模
様
で
あ
る
。

●
国
境
地
域
の
経
済
活
動
と
Ｓ
Ｅ
Ｚ
計

画①
Ｓ
Ｅ
Ｚ
計
画

南
部
経
済
回
廊
上
に
位
置
す
る
タ
イ
お
よ
び
ベ

ト
ナ
ム
と
の
国
境
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
を
設
置
す
る
計

画
が
多
数
あ
る
（
図
１
参
照
）。
い
ず
れ
も
相
対

的
に
安
価
な
労
働
力
を
用
い
る
こ
と
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
生
産
を
す
る
こ
と
で
Ｇ
Ｓ
Ｐ
で
の
先
進
国
へ

の
輸
出
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
比
較
的
開
発
が
進

ん
で
い
る
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
道
路
や
電
力
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

国
境
地
域
を
含
め
て
国
内
に
一
○
前
後
あ
る
Ｓ

Ｅ
Ｚ
計
画
の
う
ち
、
実
際
に
計
画
が
施
行
さ
れ
る

見
通
し
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
少
数
で
あ
る

（
三
〜
五
件
の
み
が
実
際
に
動
き
出
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
）。
特
に
国
境
地
域
で
は
カ
ジ
ノ

開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
土
地
投
機
が
生
じ
る

な
ど
し
て
お
り
、
計
画
を
見
越
し
て
の
非
生
産
的

投
資
の
み
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

き
た
。

二
○
○
五
年
一
二
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
関
す
る
大
臣

会
議
令
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
で

の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
免
税
措
置
な
ど
を
定

め
、
投
資
委
員
会
な
ど
を
擁
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
開

発
評
議
会
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
内
に
Ｓ
Ｅ
Ｚ
を
管
理
す
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｓ
Ｅ
Ｚ
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
Ｂ
）
を

設
置
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
す
で
に
投
資
法
（
一
九
九
四
年
制
定
、

二
○
○
三
年
改
正
）
に
よ
っ
て
、
輸
出
産
業
や
雇

用
創
出
に
資
す
る
産
業
を
対
象
と
す
る
投
資
適
格

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
利
益
が
出
る
年
ま
で
の
免

税
に
加
え
て
三
年
以
上
の
免
税
（
業
種
に
よ
り
異

な
り
、
最
長
八
年
ま
で
認
め
ら
れ
る
）
な
ど
、
数

多
く
の
優
遇
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
際
の
と
こ
ろ
こ
の
大
臣
会
議
令
が
持
つ
ビ
ジ
ネ

ス
上
の
意
義
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
動
き
が
、
こ
れ
ま
で
机
上
の
計
画
で
し
か
な

か
っ
た
施
策
を
実
現
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

以
下
で
は
南
部
経
済
回
廊
沿
い
の
タ
イ
お
よ
び

ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
地
域
の
経
済
活
動
の
一
端
と

Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
発
状
況
と
を
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

②
タ
イ
側
国
境

タ
イ
に
と
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
国
境
開
発
は
、

タ
イ
政
府
の
地
方
開
発
政
策
の
延
長
上
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
不
法

移
民
を
防
ぐ
た
め
の
産
業
開
発
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
と
し
て
、
二
○
○
三
年
ご
ろ
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（
参
考
文
献

②
）。
ま
た
、
近
年
で
は
、
タ
イ
国
境
に
近
い
エ

リ
ア
等
に
大
規
模
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投

資
案
件
も
見
ら
れ
る
。

コ
ッ
コ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
タ
イ
工
業
団
地
開
発
公
社

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
の
協
力
を
得
て
、
調
査
・
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ペ
ト
の
国
境
で
も
、
民

間
の
開
発
業
者
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
発
計
画
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
と
の
国
境
地
域
に
は
、
内
戦
時
代
に
難
民

キ
ャ
ン
プ
が
多
く
存
在
し
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
り
、

国
境
を
挟
ん
で
の
交
易
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
だ

け
で
な
く
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
も
含
め
て
活
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特集／メコン地域開発の現状と展望

発
に
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ポ
イ
ペ
ト
の
タ

イ
側
に
位
置
す
る
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
多
く
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
一
日
の

み
の
越
境
が
可
能
な
通
行
許
可
証
を
使
用
し
て
働

き
に
き
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
側
の
ト
レ
ー
ダ
ー

（
タ
イ
国
籍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
含
む
）
に
よ
っ

て
、
タ
イ
側
か
ら
調
達
さ
れ
た
布
な
ど
の
原
材
料

を
用
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
小
規
模
・
零
細
企

業
の
サ
ブ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン

な
ど
を
生
産
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ポ
イ
ペ
ト
付
近
で
は
五
○
○
○
〜
六
○
○
○
人
の

人
々
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
（
参
考

文
献
④
）。

③
ベ
ト
ナ
ム
側
国
境

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
を
中
心
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
「
市

場
」
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
二

○
○
六
年
三
月
に
ベ
ト
ナ
ム
首
相
が
プ
ノ
ン
ペ
ン

を
訪
問
し
た
際
、
両
国
間
の
貿
易
に
関
す
る
免
税

措
置
に
あ
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
設
と
企
業
の
進

出
に
つ
い
て
の
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。

バ
ベ
ッ
ト
で
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
Ｓ
Ｅ

Ｚ
）
建
設
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
お

り
、
台
湾
系
企
業
や
そ
の
他
外
資
系
企
業
が
進
出

に
応
募
し
て
い
る
と
い
う
。
現
時
点
で
、
も
っ
と

も
進
捗
が
見
ら
れ
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
あ
る
。
バ
ベ
ッ
ト

で
の
生
産
は
、
労
賃
が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
よ
り
比
較
的
安
価
な
労
働
力
を
得
ら
れ
る

こ
と
に
加
え
、
近
年
欧
州
へ
の
輸
出
で
ア
ン
チ
・

ダ
ン
ピ
ン
グ
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
る
自
転
車
や
靴

な
ど
の
業
種
で
摩
擦
を
回
避
す
る
た
め
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
の
進
出
が
選
択
肢
と
し
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
で
の
生
産
が
優
位
性
を
発

揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ラ
オ
ス
側
へ
と
の
び

て
い
る
国
道
七
号
線
が
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る
ル

ー
ト
で
は
、
メ
コ
ン
川
に
か
か
る
キ
ズ
ナ
橋
に
よ

っ
て
フ
ェ
リ
ー
で
の
渡
河
な
し
で
ベ
ト
ナ
ム
国
境

に
至
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

と
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
結
ぶ
物
流
の
も
う
一
つ
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

●
お
わ
り
に

現
時
点
で
は
、
南
部
経
済
回
廊
の
整
備
も
、
Ｓ

Ｅ
Ｚ
構
想
も
、
動
き
始
め
た
ば
か
り
で
発
展
の
確

実
な
青
写
真
を
描
く
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
し

か
し
、
長
年
「
計
画
」、「
構
想
」
の
ま
ま
で
あ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い
く
つ
か
が
、
実
現
に
向
け

て
動
き
始
め
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
経
済

回
廊
と
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
発
を
梃
子
に
し
て
、
こ
れ
ら

の
便
益
が
カ
ジ
ノ
産
業
や
一
部
の
土
地
投
機
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
わ
る
人
た
ち
の
み
へ
の
裨
益
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
雇
用
の
創
出
や
そ
れ
に
伴
う
貧
困

削
減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
合
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
、
近
年
開
発
予
定
地
付
近
で
の
土
地
価
格

の
急
騰
や
そ
れ
に
伴
う
立
ち
退
き
や
補
償
を
め
ぐ

る
土
地
紛
争
が
頻
発
し
て
い
る
。
解
決
す
べ
き
国

内
的
課
題
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
域
内
で
の
国
家
間
・
国
民
間
の
緊
張
感
も

歴
史
的
な
関
係
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
解
消
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
、
域
内
で
比
較
的
発
展

の
進
ん
で
い
る
国
々
の
主
導
で
、
メ
コ
ン
地
域
の

協
力
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
現
在
、
平
和
・
安
定

の
成
果
を
享
受
す
る
た
め
に
「
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
む
」
こ
と
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
の

現
実
的
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

（
は
つ
か
の　

な
お
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
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①
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│
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近
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│
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○
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③
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史
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